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事業の実施内容及び成果に関する報告書 
 

１ 事業名  

 平成28年度 子どもが幸せに暮らせる社会を作る活動 補助事業 

 

２ 事業の実施経過 

 （１） 事務手続き関係 

     平成28年 4月14日 内定通知書受理（28JKA公福第1号―4月1日付） 

 4月20日 補助金交付申請書（28パ事発第7号）提出 

 4月29日 補助金交付決定通知受理（28JKA公福第2号4月27日付） 

 5月10日 事業開始 

 5月26日 補助事業実施に関する誓約書・振込依頼届（28パ事発

第18号）提出 

 10月26日  中間報告書提出 

平成29年 1月26日 清算払申請書提出（28パ事発228号）提出 

 2月16日 補助金受領（4,725,362円） 

 

  

              

 

 （２） 事業関係 

     平成28年 5月10日 大阪府羽曳野市立羽曳が丘小学校 

 5月25日 福井市立進明中学校（会場：有明スポーツセンター） 

 6月17日 東大阪市立石切東小学校 

 6月21日 大和市立北大和小学校 

 7月2日 草加市スポーツ健康都市記念体育館 

 8月3日 柏市立酒井根小学校 

 8月27日 京都府南丹市立河辺小学校 

 9月30日 杉並区立堀之内小学校 

 10月5日 和泉市立青葉はつが野小学校 

 10月8日 大阪市立住之江中学校 

 10月11日 品川区立中延小学校 

 10月12日 堺市立神石小学校 

 11月2日 鎌ヶ谷市立五本松小学校 

 11月4日 大阪市立茨田南小学校 

 11月16日 泉佐野市立佐野中学校 

 11月22日 江東区立東陽中学校 

 11月24日 板橋区立上板橋第一中学校 

 11月25日 目黒区立大鳥中学校 

 11月29日 大和市立鶴間中学校 

 12月8日 武蔵村山市立第3小学校 

 12月9日 小金井市立東小学校 

 12月15日 柏市立柏第一小学校 

 12月16日 八王子市立由井第2小学校 

 12月20日 世田谷区立桜木中学校 

 12月21日 足立区立扇小学校 
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３ 実施内容及び成果 

（１）  実施内容 

事業開始１～２時間前に会場へ機材運搬 

 講師集合 

 打合せ（学校担当者・ファシリテーター・講師） 

 児童・生徒体育館に集合 

 趣旨説明  

 講師自己紹介（氏名・年齢・出身地・障がいを負った経緯・スポーツと出会った

きっかけ等） 

 競技説明 

 デモンストレーション （教職員を交えてのスポーツ体験） 

 用具の説明 

 子ども達の体験 

 小グループでの質疑 

 まとめの話 

  

（２） 成果 

１）開催日 5月10日 

  開催場所 羽曳野市立羽曳が丘小学校 

 住所 大阪府羽曳野市羽曳が丘６－８－１ 

  電 話 072‐958-3361 

 参加人数 子ども 158 人 

 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 永易雄、北間優衣、吉川弘一 

 時 間  

 12：45 会場集合 

 13：45 開始 

 15：45 終了 

   

反 応 質問が沢山出て終了できないぐらいだった。 

 直接質問が出来ることが、子ども達にとっては大変有益なのだと再確

認した。 

アンケ―ト あり、 

 生き方を学ぶ良い機会だった。もっと話したり一緒にゲームをしたかっ

た。 

  

２）開催日 5月25日 

 開催場所 有明スポーツセンター体育館 

 住所 東京都江東区有明２－３－５ 

 人数 中学生45名 大学生10名 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直紀、松井昭二 

 時 間  

福井市立進明中学校 

11:00 会場集合、機材搬入 

12：30 打合せ 

13：30 開始 
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16：00 終了 

特記事項 対象者は福井県からの修学旅行生。東京に来てグループに分かれて

色々な体験をすることが 目的だったが充実した時間が過ごせたと、

教員やグループについていた大学学生などからも好評だった。 

 横断幕が間に合わず、JKAの幕を使用した。 

アンケート あり 

 

３）開催日 6月17日 

  開催場所 東大阪市立石切東小学校 

 住所 東大阪市上石切町2-8-30 

  電 話 072-987-9717 

 参加人数 97 人 大人 15 

 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 永易雄、鈴木秀和 

 時 間  

 12：45 会場集合 

 13：45 開始 

 15：45 終了 

   

 

特記事項 保護者参観あり 

アンケート あり 

  今日も子ども達にとって貴重な経験になりました。 

   

４）開催日 6月21日 

  開催場所 大和市立北大和小学校 

 住所 大和市下鶴間685 

  電 話 046-274-1171 

 参加人数 202 人 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 松井昭二、森田俊光、関根直紀 

 時 間  

 07：30 会場集合 

 08：50 開始 

 11：00 終了   

   

特記事項 特になし  

アンケート あり 

 児童への指導のみならず、自分でも体験することになるとは思いませ

んでした。勉強になりました。 

皆さんの明るい笑顔が子ども達にとっても印象的だったようです。ぜ

ひまたよろしくお願いいたします。 

 

 

５）開催日 7月2日 

  開催場所 草加市スポーツ健康都市記念体育館 



(別紙１) 

(4/34) 

 住所 草加市瀬崎６－３１－１ 

  電 話 048-928-6361 

 参加人数 123 名 

 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 中野渡雅敏、岡本修一、駒崎和孝、森田美紀 

 時 間 08：00 会場集合 

 08：30 半雄 

 09：00 受付開始 

 10：00 体験会開始 

 12：30 終了 

   

特記事項 子ども達がとても楽しそうで、講師やファシリテーターに群がっていた

のが印象的でした。 草加市体育協会との連携事業。 風船バレーボ

ール、車いすバスケットボール、ボッチャ、卓球バレーなど複数の競

技を体験できたのは、草加市体育協会との連携があったためで、イベ

ントなどは横の連携が非常に大切になり、成功はどれだけ地域で連

携を作れるかがカギになる。 

 

６）開催日 8月3日 

  開催場所 柏市立酒井根小学校 

 住所 柏市酒井根３－２４－１０ 

  電 話 04-7175-8753 

 参加人数 68 名 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 森田俊光、関根直紀、松井昭二 

 時 間  

 10：00 会場集合 

 13：00 開始 

 15：45 終了 

     

特記事項 ケーブルテレビJcom取材あり、報道内容HPにてアップ 

地域の故郷協議会との連携事業 

近隣中学校の校長先生・社会福祉協議会などの見学あり。 

  スラローム、風船バレー、車いすバスケットボールの3種目をサー

キット形式にて行った。小学生から高校生までが参加したが、来た順

にチーム分けを行ったので、初対面で年齢の違う人同士が同じチー

ムの仲間として色々体験していくうちに、仲間意識を持っていたように

見受けられた。 

ふるさと協議会の方たちが、非常に熱心に動いてくださった。 

 アンケート あり 

  どんな人も同じ社会の一員で、障がいの有無は関係ない。 

   
７）開催日 8月27日 

  開催場所 南丹市立河辺小学校 

 住所 南丹市園部町船岡長畑52-3 

  電 話  
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 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 柴田凌、阪根泰子、緋田高大、 

 時 間  

 08：00 会場集合 

 09：00 開始 

 12：00 終了 

  13：00 撤収 

   

特記事項 （公財）南丹市情報センター（ケーブルテレビ）の取材あり 

 （取材風景の写真あり）  

 

８）開催日 9月30日 

  開催場所 杉並区立堀之内小学校 

 住所 杉並区堀之内3-24-11 

  電 話 03-3313-2264 

 参加人数 170 人 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直紀、森田俊光、松井昭二 

 時 間  

 07：30 会場集合 

 08：50 開始 

 15：45 終了 

     

 特記事項 御礼状あり 

 アンケート あり 

子ども達が積極的に勉強する姿勢をもてるよう、様々な工夫をしたが

それを教職員の方々が理解してくださったように思えた。 

参加者の子ども達が、一生懸命話を聞き理解を深めようという姿勢が

見られた。 

  子どもの目線で話してくれことが良かった。 

  大変わかりやすく心に届くことが多かったです。 

  お話が上手で楽しかったです。  

 

９）開催日 10月5日 

  開催場所 和泉市立青葉はつが野小学校  

 住所 和泉市はつが野1丁目５０－１ 

  電 話 0725-53-3990 

 参加人数 200 人 

 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 吉川弘一、北間優衣、永易雄 

 時 間  

 07：45  集合 

 08：50  開始 

 15：45 終了 

   

 特記事項 学校側の協力体制も大変よく、子供たちがしっかりとお話しを聞いたり
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意見を言うなど積極的に参加する場面があり良かったと感じた。 

 

 アンケート あり 

子ども達は障がいを持つ人のことだけではなく、自分のできることを探

す、という前向きな考えも学ぶことが出来たと思います。ありがとうご

ざいました。 

パラリンピックの本当の意味、クラスで言葉や形は違いますが、子ど

も達に常に伝え続けていることだったので、心に響いたようです。本当

にありがとうございました。 

本当に素敵な出会いでした。子ども達の心に届きました。ぜひ継続し

た交流があるといいなと感じました。 

 

１０）開催日 10月8日 

  開催場所 大阪市立住之江中学校 

 住所 大阪市住之江区御崎８－１－６ 

  電 話 06-6683-0001 

 参加人数 161 人 

 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 吉川弘一、柴田凌、吉田高志 

 時 間  

 0７：45  集合 

 09：00  開始 

 11：00 終了 

   

特記事項 事前に学校とのやり取りが大変充実していたため、当日の流れもスム

ーズであり、JKAの補助であることも、多くの先生達がご存じだった。 

アンケート あり 

今回 JKA さんの「補助を受け、実施することが出来、沢山の講師の方

に来ていただき、充実した取り組みとなりました。 

飽きさせることなく、次々と展開していただいた。 包み隠すことない触

れ合いや体験が良かった。司会が飾らない明るい人柄と子ども達に

つ立てたいことがストレートに情熱を持って伝わりました。どんな質問

にも丁寧に自分のことを開放して話していただき「自分にできることを

見つめ、挑戦して行こう」という軸がぶれない点が良かった。 

伝えて頂きたいことがきれい事や上滑りすることなく、ストレートに子ど

も達の心に響くから是非毎年来ていただきたいと思います。 

活動が広がり、全ての小中学校にこの理念を伝えられますように。 

車椅子バスケットボール等の障がい者スポーツが健常者にも広がり

理解しあえますように。 

熱のこもった素晴らしい時間は生徒の心を動かしてくださいます。終

学活で生徒が「今日の授業、めちゃ良かった‼為になった‼」と興奮しな

がら申しておりました。 

 

１１）開催日 10月11日 

  開催場所 品川区立中延小学校 

 住所 品川区中延１丁目１１-１５ 
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  電 話 03-3781-4016 

 参加人数 119 人 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二 

 時 間  

 08：30  集合 

 09：40  開始 

 12：15  終了 

   

特記事項 初めて見る車いすバスケットボールに子供たちが興奮してしまいった

楽しく授業は行えた。 

特別支援クラスの生徒さんの人数が多かったため少し時間を延長し

て行った。 

アンケート あり 

児童のことも考えてとても丁寧に取り組んでいただきました。ありがと

うございます。来年度も是非お願いします。 

講師の方達にやさしく声を掛けられて、子ども達は伸び伸びと参加す

ることが出来ました。ありがとうございました。 

新一年生にも体験させたい。低学年のうちに障がい者スポーツにふ

れて、校内の児童同士の理解を深めさせたい。 

 

１２）開催日 10月12日 

  開催場所 堺市立神石小学校 

 住所 堺市堺区石津町２－６－1 

  電 話 072-241-2151 

 参加人数 88 人 

 ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 吉川弘一、永易雄 

 時 間  

 08：30  集合 

 09：40  開始 

 11：30  終了 

   

特記事項 たくさんの質問があり、質疑の時間が足りないほどだった。 生徒と先

生たちの関係性も非常に良いようで、子供たちが真っすぐに事業を吸

収している感じがした。 

 

アンケート あり 

質疑応答の時間がもう少し長いと嬉しかったです。沢山質問を考えて

いた子もいたので。  沢山の質問に丁寧に分かりやすく伝えて下さり

ありがとうございました。3回目ですが、毎回3人の方のパワーを頂い

ています。 

できない事を数えるのではなくて、できることを数えようというメッセー

ジは、子ども達の心にかなり響いたと思います。ありがとうございまし

た。 
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本当に子ども達の為になる話ばかりで体験もあり、とても良い講座で

した。ありがとうございました。 

本日は、ありがとうございました。実際に体験できたり、身近で見たり、

質問もできて、いい経験が出来ました。 子ども達もすごく楽しそうで

よかったです。ぜひ来年も来ていただければと思います。お忙しい中

ありがとうございました。 

パラリンピックや障がいを持つ方について知るｍまたとない機会と感

じる。 

事前指導が前日に送られてきたので、目を通す時間・子どもに話す時

間が取れませんでした。 

 

１３）開催日 11月2日 

  開催場所 鎌ヶ谷市立五本松小学校 

 住所 鎌ヶ谷市南初富１－１６－１ 

  電 話 047-445-2366 

 参加人数 95 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二 

 時 間  

 08：15  集合 

 09：30  開始 

 11：30  終了 

 

特記事項 子どもたちが元気で積極的で、体験も質疑も（もっとやりたい！！）の

連続で終了させるのが大変だった。 熱をもって受け入れてもらえたと

感じた。 

アンケート あり 

興味関心をもって子ども達は聞いていたし、体験しました。できること

を数えるを今後合言葉としたい。ありがとうございました。 

子ども達にとってあまり身近でないことも、体験活動などを通して、親

しみをもって学習できた。質疑応答の時間がとても有意義だった。 

明るく楽しいトークと、体験（車いすリレーやバスケット）の楽しい部分

有り、お話の中で障害があっても前向きに生きる姿勢を感じられる場

面あり、豊かな内容でとても良かったです。 

障がいの有無に関わらず、どう生きていったらよいか、考える良いチ

ャンスになったと思う。 

子ども達に良い経験になった 

 

１４）開催日 11月4日 

  開催場所 大阪市立茨田南小学校 

 住所 大阪市鶴見区諸口１－３－７１ 

  電 話 06－6911－2001 

 参加人数 101 人 

ファシリテーター 諸隈有一 

 

 講   師 吉川弘一、永易雄 
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 時 間  

 11：00  集合 

 13：40  開始 

 15：15  終了 

   

特記事項 子どもたちは、楽しく参加していた。 質問も多く、沢山の笑い声のあ

る事業だった。時間が足りず、全員体験させることができず残念だっ

た。 

学校側の体制が非常にいい加減で、5 月にすべての資料を送付して

いるのにもかかわらず、担当者から各先生に渡されておらず、担当者

のみが理解している状況で当日の打ち合わせに非常に時間もエネル

ギーも取られた。 先生たちが全く理解しておらず、言われたから来た

というような態度で、この事業を提供するのが本当にもったいないと感

じた。 

せっかく早く到着して、車いすの搬入をしようと覆っても、体育館が 2

階で、先生方が授業中ということで、外で待たされる場面もあり、事前

の打ち合わせや送付資料が全く生かされていなかった。 

アンケート あり 

金額がかかるかわかりづらい。全員スポーツ用車いすに乗せてあげ

られたらよかったと思いました。ありがとうございました。 

もう少しく準備物や体験の人数を教えてほしい。 

折角の機会なので、全員車椅子体験を少しでもさせてもらえる時間を

取って頂けたら良かったと思います。 

もう少し早目に頂けたら有難いです。 

 

１５）開催日 11月16日 

  開催場所 泉佐野市立佐野中学校 

 住所 泉佐野市羽倉崎４-3-12 

  電 話 072-464-6171 

 参加人数 243 人 

ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 吉川弘一、永易雄 

 時 間  

 11：00  集合 

 13：05  開始 

 15：00  終了 

  16：00  撤収 

 

特記事項 先生たちが大変熱心に参加してくださり、その姿が生徒さんたちにも

良い影響を与えたと感じた。 

アンケート あり 

講演（お話）を聞いたり、実際に競技を見たり、体験したり、バラエティ

にあふれる内容で子ども達も食いついていました。 

生徒が活き活きと体験や話を聞くことが出来ていた。とても貴重で生

徒の心に響くような話を聞くことが出来た。 

子どもの反応が非常に良かった。 
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体験できたことが良かった。 

是非またやりたいです。 

分かりやすい内容で、子どもたちも理解しやすかったと思います。班

ごとにお話を聞かせて頂いた時、子ども達がとても集中して聞くことが

出来ていました。ありがとうございました。 

ありがとうございました。とても積極的に子ども達も活動出来ました。 

 

 

１６）開催日 11月22日 

  開催場所 江東区立東陽中学校 

 住所 東京都江東区東陽2-1-8 

  電 話 03－3645－2381 

 参加人数 105 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二 

 時 間  

 07：30  集合 

 08：45  開始 

 10：45  終了 

  12：30  撤収 

 

特記事項 先生達が、一緒に学ぼうという真っすぐな姿勢で参加してくださって、

子ども達同様に意見交換をしていただけよかった。 

アンケート あり 

分かりやすい楽しいプログラムであり、機会があれば次年度新一年

生に実施してみたい。 

新一年生対象に行いたい。 

子ども達が障がい者との共生について考えるいい機会になったと思う 

車椅子に乗る機会はなかなかないから（またやりたい） 

グループに分かれて直接話を聞けたことがとても良かった。 

とてもいい学習を生徒が出来たと思います。 

素敵な体験講座ありがとうございました。好評でした。 

丁寧で楽しいプログラムでした。ありがとうございました。 

体験を伴い、目的を達成することが可能なプログラムであった。各学

年の成長発達段階に応じた臨機応変な内容がありがたかった。本音

を聞ける、かたれる時間をあと 10 分取りたかった。 

生徒の意識啓発に関してとても良かったように思う。 

当日の流れが事前にもう少し詳しくわかると良かったです。教員が体

験するとか、全員体験するとか。 学年に合わせたお話がされていた

のでよかった。 

大変貴重な学びの場になりました。障がい者スポーツについての理

解が深まりました。 生徒にとっても教員にとっても生きた学習となり

ました。ありがとうございました。 

生徒が楽しみながら活動し、学ぶことが出来大変貴重な経験となりま

した。私自身も楽しく参加させて頂き、沢山考えさせられた、学びの多

い時間でした。ありがとうございました。 
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１７）開催日 11月24日 

  開催場所 板橋区立上板橋第一中学校 

 住所 東京都板橋区南常盤台１－１－１ 

  電 話 03－3956-8126 

 参加人数 112 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二 

 時 間  

 07：30  集合 

 08：50  開始 

 10：50  終了 

  12：00  撤収 

 

特記事項 地域の活動をされている方たちの見学あり。 

アンケート あり 

当日のプログラム進行に合わせて生徒の整列隊形が分かっていると

教員の動きも的確にできたと思います。 

生徒が興味を持って聞いていた。 

内容は良かったが、費用が保証されるとは限らない。 

 

１８）開催日 11月25日 

  開催場所 目黒区立大鳥中学校 

 住所 東京都目黒区下目黒3-23-18 

  電 話 03－3714-3694 

 参加人数 119 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二 

 時 間  

 12：00  集合 

 13：30  開始 

 15：30  終了 

   

特記事項 ヤマハ発動機スポーツ財団より見学者2名あり。 

アンケート あり 

２時間があっという間で、プログラムの組み立てが良かった。障がい

者スポーツを身近に感じた。 

全員が体験でき質疑応答でも貴重な話を聞けて大変生徒は勉強する

ことが出来た。 

講師によっては生徒の質問への返答が曖昧。盛り上がる人とそうでな

い人という差がないほうが良い。 

生徒全員が競技用の車いすに乗ってリレーが出来たのでこの経験は

貴重だと思いました。講師の方々の誠実なお人柄に生徒が引き込ま

れました。このような体験を多くの中学生にしてもらいたいです。 

 

１９）開催日 11月29日 

  開催場所 大和市立鶴間中学校 
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 住所 大和市下鶴間3016 

  電 話 046-274-8903 

 参加人数 １43 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二 

 時 間  

 07：50  集合 

 09：00  開始 

 11：00  終了 

特記事項 市民団体の方の見学あり。 

アンケート あり 

生徒たちが日常で障害のある方たちと触れる機会がほとんどありま

せん。このような機会を折に触れてできるだけ多く持ち障害のある方、

健常者が共に生きる社会を身近に感じでほしいと思います。 

実際に車いすの体験が出来たり、少人数でお話しできて、生徒たちに

とってとても良い時間と思いました。 

「本当の自由の考え方」や「できることを考えよう」が子供たちの印象

に残ったようです。 

 

 

２０）開催日 12月8日 

  開催場所 武蔵村山市立第3小学校 

 住所 武蔵村山市中藤１－３６－１ 

  電 話 042-561-1753 

 参加人数 183 人 

ファシリテーター 諸隈有一 

 講   師 関根直樹、松井昭二、高橋剛志 

 時 間  

 07：30  集合 

 08；40  開始 

 10：20  終了 

 

アンケート あり 

小さいグループに分かれて各選手が丁寧に質問に答えてくださいまし

た。 

90 分プログラムでお話・体験・質疑できて良かった。全員体験できて

良かった。進行がスムーズだった。事前の打合せも細かくやっていた

だいた。 

他校に移動してもそちらで行いたいと感じた。 

より多くの子どもがより多くの体験を積めると、パラスポーツに対して

も障がいに対しても理解が深まる感じがした。 教員にとっても良い機

会になりました。ありがとうございました。 

全員車椅子に乗る機会を下さり、良い学びの場を作ってくださりあり

がとうございました。 

体験を通して、障がいの有る方が子ども達にとって特別なことでなくと

ても身近な存在として感じることが出来ました。明るく前向きにバスケ
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に取り組んでいらっしゃる姿を見て、子ども達も色々なことを感じ、学

ぶことが出来ました。 

細かいところまで打合せをして戴きました。また当日も臨機応変に対

応していただきました。 

心に響くものであった。 
 

２１）開催日 12月9日 

  開催場所 小金井市立東小学校 

 住所 小金井市東町4-25-6 

  電 話 042-383-1145 

 参加人数 92 人 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二、 

 時 間  

 07：30  集合 

 08；45  開始 

 10：05  終了 
 

特記事項 申し込み担当の先生と現場の先生の感覚の違いや意図の違いなど

を感じた。当日の打ち合わせの中でそのような誤解を払拭できるよう

にすることも大事な部分だと感じた。 

 

アンケート あり 

2時間があっという間でした。とても分かりやすく、チームに分かれてじ

っくりとお話が聞けました。 

車椅子を何台も用意してくださり、子ども達が全員体験できたこと、実

際に様々なお話を直接聞くことが出来たことはとてもありがたかったで

す。ありがとうございました。 

大変勉強になりました。ありがとうございました。またよろしくお願いい

たします。 

バスケット用の車いすの操作性の良さに感動しました。子どもが全員

体験できたこともとても良かったです。ありがとうございました。 

体験メンバーを決めておくことを知らなかった。 

児童がとても楽しそうに取り組めていた。 

講座の流れが事前にわかると良かった。グループ分けは何をするグ

ループか分からなかった。 

体験もできてとても良かった。グループに分かれて質疑をやっていた

だき子ども達も質問しやすかった。 

身近に感じることが出来た。子ども達一人一人が生き方についても学

べる。 

色々な人が話をしていて面白かった。 

 

２２）開催日 12月15日 

  開催場所 柏市立柏第一小学校 

 住所 柏市あけぼの1-7-6 

  電 話 04-7143-0138 
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 参 加人数 114 人 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二、 

 時 間  

 07：30  集合 

 08；45  開始 

 10：05  終了 

 

特記事項 校長先生もずっと参加してくださっていて、この事業に対する期待の

高さが表れていたと思った。 

アンケート あり 

子ども達もとても楽しんでいて大変晩強になりました。自分達では、あ

のようなことは絶対できないし、口で伝えても説得力がなかったとおも

います。本当にありがとうございました。 

体験や子ども達との触れ合いが多く、いつもの違う視点で子ども達は

福祉について学べたと思います。ありがとうございました。 

普段体験のできない車椅子の使い方や仕組みなどを学ぶことが出来

て良かった。 

身近な生活体験や気持ちを率直に聞くことが出来、子ども達も気持ち

の変化がみられた。 

 

２３）開催日 12月16日 

  開催場所 八王子市立由井第2小学校 

 住所 八王子市片倉町 

  電 話 042-636-2776 

 参加人数 92 人 

 ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二、 

 時 間  

 07：45  集合 

 08；45  開始 

 10：20  終了 

特記事項 特になし 

アンケート あり 

子どもだけでなく、私にとっても初めての体験や初めて聞くことばかり

でしたが、どんどん引き込まれていきました。 来てくださった方のお

人柄やお話に心打たれました。 

とにかくとても良かった。子ども達が来てくださった方をとても身近に

感じ深く考えていた。 

子ども達の笑顔を見てまたやりたいと思いました。チャレンジすること

の大切さなどをしっかり教えて頂きました。 

子ども達が楽しく学ばせて頂けるのでまたやりたい。 

 

２４）開催日 12月20日 

  開催場所 世田谷区立桜木中学校 

 住所 世田谷区桜1-48-15 
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  電 話 03-3420-0149 

 参加人数 72 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二、 

 時 間  

 07：45  集合 

 08；45  開始 

 10：20  終了 

 

特記事項  担当の先生がいろいろとご配慮くださり、何度も電話や実際に打ち合

わせをしたこともあり、当日が大変スムーズでした。  

アンケート あり 

貴重な体験ができる良い機会だった。 

楽しく活動させていただきました。（生徒よりも） 

大切な「心」にかかわる時間だからまたやりたいです。ありがとうござ

いました。 

JKA の補助であることを担当から、全体に 1 学期に伝えただけでした

ので、先生方全体にしっかり・・・・？でした。（申し訳ありません） 

 

２５）開催日 12月21日 

  開催場所 足立区立扇小学校 

 住所 東京都足立区扇2-30-1 

  電 話 03-3898-2156 

 参加人数 100 人 

ファシリテーター 高橋剛志 

 講   師 関根直樹、松井昭二、 

 時 間  

 07：45  集合 

 08；50  開始 

 10：30  終了 
 

特記事項 地域の方の見学あり。  

アンケート あり 

もし機会があれば今後ともどうぞよろしくお願いいたします。 

短い時間中で全員に体験させていただいてありがたかったです。とて

も貴重な体験になりました。 

子どもたちもイメージしていた障がいをもった型とは違い明るく元気な

姿に驚いていました。障がい者理解の面では非常に良い機会となり

ました。ありがとうございました。 

子どもたちが一日充実して過ごせました。ありがとうございました。 
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＜実施風景＞ 

1） 05月 10日   羽曳野市 羽曳が丘小学校  

  

  
 

2） 05月 25日   福井市 進明中学校  
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3） 06月 17日   東大阪市 石切東小学校  

  

  
 

4） 06月 21日   大和市 北大和小学校  
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5） 07月 02日   草加市 イベント  

 
 

 

  
 

6） 08月 03日   柏市 イベント  
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7） 08月 27日   京都 イベント  

  

  
 

8） 09月 30日   杉並区 堀之内小学校  
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9） 10月 05日   和泉市 青葉はつが野小学校  

  

  
 

10） 10月 08日   大阪市 住之江中学校  
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11） 10月 11日   品川区 中延小学校  

  

  
 

12） 10月 12日   堺市 神石小学校  

  

  
 

 



(別紙１) 

(22/34) 

 

13） 11月 02日   鎌ヶ谷市 五本松小学校  

  

  
 

14） 11月 04日   大阪市 茨田南小学校  
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15） 11月 16日   泉佐野市 佐野中学校  

  

  
 

16） 11月 22日   江東区 東陽中学校  
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17） 11月 24日   板橋区 上板橋第一中学校  

  

  
 

18） 11月 25日   目黒区 大鳥中学校  
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19） 11月 29日   大和市 鶴間中学校  

  

  
 

20） 12月 08日   武蔵村山市 第三小学校  
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21） 12月 09日   小金井市 東小学校  

  

  
 

22） 12月 15日   柏市市 第一小学校  
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23） 12月 16日   八王子市 由井第二小学校  

  

  
 

24） 12月 20日   世田谷区 桜木中学校  
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25） 12月 21日   足立区 扇小学校 
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＜訪問した学校の先生アンケートの結果＞ 

 

●体験講座について 
    

  無回答 良かった 普通 悪かった 

５当日の打ち合わせについて 18 88 29 3 

４質疑応答について 6 118 14 0 

３司会進行について 0 128 10 0 

２講演内容について 0 137 1 0 

１時間配分について 0 129 8 1 

     

  無回答 
またやり

たい 

機会が

あれば

やりたい 

もうやり

たくない 

６またやりたいですか？ 4 121 13 0 

     
●事前準備・資料について 

    

  無回答 
分かり

やすい 
普通 

分かりづ

らかった 

７送付資料の内容について 30 89 18 1 

     

  無回答 早い 
丁度良

い 
遅い 

８送付時期について 32 97 6 3 

     

     
  無回答 はい いいえ   

９今回の事業にJKAの補助金

が使われていたことはご存知

ですか？ 

19 110 9 0 
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●アンケート結果グラフ 
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５当日の打ち合わせについて

４質疑応答について

３司会進行について

２講演内容について

１時間配分について

無回答

良かった

普通

悪かった

3%

88%

9%

0%

６またやりたいですか？

無回答

またやりたい

機会があれば

やりたい
もうやりたく

ない

22%

64%

13%

1%

７送付資料の内容について

無回答

分かりやす

い
普通

分かりづら

かった

23%

70%

5% 2%

８送付時期について

無回答

早い

丁度良い

遅い

14%

80%

6%

９今回の事業にJKAの補助金が

使われていたことはご存知です

か？

無回答

はい

いいえ
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＜開催したイベントのアンケート結果＞ 

 

小学生 中学生 高校生 
大学生・

専門学生 
社会人 

160 93     16 

 

男 女 

110 159 

 

1. 今までの障がい者のスポーツを実際に体験したことはありますか？ 

はい いいえ 

57 212 

 

2. 今日の体験講座に参加したきっかけはなんですか？ 

ポスター・チラ

シをみて 
親に聞いた 先生に聞いた 

友達に誘われ

た 
その他 無回答 

13 53 176 2 23 2 

 

3. 今日の体験講座の内容を点数にすると 

無回答 50 点 80 点 85 点 90 点 100 点 

6 1 1 1 2 258 

 

4. またこのような会があれば参加しますか？ 

ぜひ参加した

い 

機会があれば

参加したい 
どちらでもいい 

あまり参加した

くない 
参加したくない 

179 79 11     

 

5. 今日の体験講座の中で印象に残ったことは、なんですか？ 

誰にでも

可能性は

ある 

夢（目標）

は叶う 

助け合うこ

とは必要

だ 

誰とでも友

達になれ

る 

出来ない

ことも工夫

したらでき

る 

障がい者

は大変だ 

障がい者

はかわい

そう 

その他 

138 53 85 34 111 34 7 6 

その他内容（ 

できることを探す 

障がい者が全てかわいそうとは思わないこと。 

障がい者は不自由ではない 

同じ人間だしそれぞれできることと出来ないことがあ

る。） 

 

6. 今日の障がい者スポーツ体験事業がJKAの補助事業だったことを知っていますか？ 

無回答 はい いいえ 

9 179 81 
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●アンケートグラフ 
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67%
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機会があれば参加した

い
どちらでもいい

あまり参加したくない
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その他内容（ 

できることを探す 

障がい者が全てかわいそうとは思わないこと。 

障がい者は不自由ではない 

同じ人間だしそれぞれできることと出来ないことがある。 
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(別紙１) 

(34/34) 

＜参加者意見・感想等の分析と評価＞ 

「今日の体験講座の中で印象に残ったことはなんですか？」の回答を、可能性、関係性、

差異性、その他の４つに分類しました。結果的に、差異性に関する意見・感想はあまりで

ませんでした。驚くべきことですが、私たちの社会も少しづつ進化しているかもしれませ

ん。 

 

1 「子どもたちに障がい者という鮮烈な『多様性』を提示し、同時にその障がい者が『優

秀なアスリート』であるという現実を実体験させることにより、子どもたちの好奇心や挑

戦心を刺激する」という可能性に関する目的からは、「誰にでも可能性はある」「夢（目標）

は叶う」「出来ないことも工夫すれば出来る」という３つの選択肢が導かれます。 

  

２ 「多文化共生やダイバーシティは数世代に渡る共生体験が必要なので、健常者・障が

い者どちらの立場に立っても共感できる経験を子どものころから提供する」という関係性

に関する目的からは、「助け合うことは必要だ」「誰とでも友達になれる」という２つの選

択肢が導かれます。 

  

 

３ 「健常者と障がい者は、ほとんどの場合、外見や行動の面で明らかに違っていること

をはっきり知覚させるとともに、子どもたちをその先の違いの探求まで向かわせる」とい

う差異性に関する目的からは、「障がい者は大変だ」「障がい者はかわいそう」という 2 つ

の選択肢が導かれます。 

  

４ その他の意見では、プログラムそのものに対する意見が多くありました。休憩時間を

取ったほうが良い、もっと質疑の時間があったほうが良い、というように、本事業を進化

させるべくご意見が多く、この事業を興味をもって参加していただけた結果だと推察しま

す。 

 

●結論 
 

人間の心を上記結果まで深く掘り下げるためには、単なる体験では難しいとわかりました。

イベントでは、「障がい者は大変である」という回答も出てきていたので、イベントの中で

も、対話の時間を取る工夫や、冒頭での問題提起などをして意識喚起に努めることが必要

です。「１億総活躍社会」に必要な、多様性やその人らしい社会とのかかわり方をあること

をさらに伝えることが、日本の社会に役立つと信じ活動を進化・発展させていくことが大

切だと考えます。 

 

 

 

 


